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論文内容の要旨

本論文は，手書き図形の実時間伝送・表示装置に関して行なった研究の成果をまとめたものである。

第 1 章は，序論として従来行なわれてきたこの分野の研究の概要を系統的に記述し，本研究との関

連性と意義を述べて本研究の位置づけを行なっている。

第 2 章では，抵抗位相回路を用いた手書き図形入力装置について述べている。はじめに著者が考察

した抵抗移相回路の解析を行なってその特性を明らかにし，ついでこの抵抗移相回路を用いた図形入

力装置について設計手法，構成ならびに実験結果を示して，構成の簡単な図形入力装置が容易に得ら

れることを述べている。

第 3 章では，手書き図形信号の変換装置として用いるシリコンターゲット蓄積管について述べてい

る。まず，最も基本的な特性であるシリコンターゲットの二次電子放出比を管球に組み込まれたまま

で測定する方法を考案し，管球の特性評価を容易にしている。さらに，ターゲットの構造と特性との

関係を明らかにし，ついで，手書き図形信号の変換に必要な蓄積管の動作条件の設定方法や動作方式

を与えている。また，シリコンターゲットの酸化膜絶緑物の寸法や電子ビーム径と解像度との関係に

ついて解析を行ない実験結果と合致することを示して，それらの関係を明らかにしている。

第 4 章では，前 2 章の成果を基礎にして全システムを構成する際の問題の考察ならびに試験結果を

述べている。すなわち，電話帯域を用いて手書き図形と音声とを同時に伝送するための方式や，筆記

速度を検出して蓄積管の動作条件を制御する方法，ならびに 1 本の蓄積管を用いて記録，再生の同時

性を実現するための残光性 CRT を併用した「書込みJi読出し」切換表示方式を述べている。さらに，

全システムを試作し，その試験結果を述べている。

F
h
U
 

8
ι
τ
 



第 5 章は，結論として本研究で得られた主な成果をまとめ，残された問題点を述べている。

論文の審査結果の要旨

人間の意志表示のー形態である筆記動作を用いて情報伝達を行なう方法は，情報工学の分野におい

て今後の発展が期待されている。本論文では，手書きの文字や図形を通常の電話回線を用いて伝送し，

全電子的に実時間表示する装置を世界で始めて開発することに成功している。

すなわち，手書き入力装置として抵抗移相回路を新しく考案し，構成が単純で、信頼性の高いものを

実現している。つぎに，全電子的実時間表示に不可決な記憶装置としては蓄積管に着目し，パラメー

タが多くて扱い難いこの管の実用上の諸問題を解決している。これらの成果を基礎にして，手書き図

形を電話回路を用いて伝送し全電子的にブラウン管上に実時間表示する装置を開発した。

以上のように，本論文は情報処理工学の進歩に貢献するところが大きい。よって博士論文として価

値あるものと認める。
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